
第１号様式－別紙 

C-13「世界の環境問題を SDGs で学ぶ」 
～JICA 海外協力隊派遣タイ・日本・世界の環境問題を SDGs で学ぶ～ 

講義担当：（団体名） 米田健一：（NPO 法人シニアボランティア経験を活かす会） 

講座対象者 
□小学校低学年  □小学校中学年  ■小学校高学年 

■放課後施設利用児童  ■中学生  ■高校生  ■大学生 ■地域一般 

授業活用例 小学5・6年「社会科」、中学１～３年「SDGs」、高校１～３年生「SDGs と国際理解」 

関連のある 
SDGｓのゴール 12,13,14,15 

オンライン 
授 業 ■可   □不可 

対応可能曜日 ■平日   ■休日   □その他（         曜日） 

対応時間 10 時～17 時 

年間実施上限数 3 回（日程があえば 3 回を超えても開催できる場合が有ります） 

講座実施方法 

※（ ）は場所等 

■講義（パソコン、プロジェクターが利用できる教室、会議室等） 

■ワークショップ（下記（4）の環境を守る取り組みを一緒に考える） 

□自然体験（                         ） 

講座所要時間 45～90 分 

実施条件、 
必要な準備等 

パソコン、プロジェクター、スクリーン、体育館での場合マイクの準備をお願いし

ます。 

 

講座内容 

１． 講座の目的・ねらい 

私たちの生活環境は、世界の環境と関わりが深く、アジア、世界の環境とどの様につながってい

るかを考え、地球 46 億年前から現在そして今後 10 万年、10 億年後の地球を考えて、持続可

能な地球にするには、私たちは何を知り、何をすればよいか、一緒に考えてみましょう。 

２． 内容 

（１） 今後世界が発展していくための持続可能な開発目標(SDGs)の内、環境と関連深い 6

項目に付いて、日本、タイの現在の問題点を分かり易く説明する         (15 分) 

（２） JICA 海外協力隊派遣国タイのくらし・文化 

国旗、結婚式、ソンクラン（水かけ祭り）、アカ族の家に宿泊、タイ料理、タイ果物、タイ語、 

タイ人の子供の遊び等                                     (20 分）  

（３） タイで JICA 海外協力隊としての SDGs 活動                     （10 分） 

（４） 私たちができる環境を守るための取り組みを一緒に考える             （10分） 

（５） 小学生、中学生、高等学校生以上の 3 グループは、各々次の様な事を行う。（15 分） 

 小学生の場合は、タイの子どもの遊びの内、気軽にできる紙飛行機をみんなで作り、

飛ばす 

 中学生の場合は、タイの天然資源・環境省地域事務所での講師の仕事を音楽と共に動

画で映写する。 

 高等学校生以上では、（４）（5）を、ワークショップで行う。 

   授業時間が、45 分の場合は、（4）を 3 分程度として、（2）を 17 分で行い、（5）はやりません。 

   90 分頂ける場合は、（1）～（4）の各項目を、5 分程度延長します。 

   いずれの場合も、時間配分と上記（1）～（5）の項目は先生と相談して、決めたいと思います。 

 

第２号様式 
問合せ先 （団体名：NPO 法人シニアボランティア経験を活かす会 TEL：080-9297-2801          

メールアドレス：kenichi_yoneda2000@ymail.ne.jp） 

 


